
かごし ま
未来創造ビ ジョ ン
～誰も が安心し て暮ら し ,活躍できる 鹿児島～

改訂版

概要版

資料２



誰もが安心して暮らし ,

活躍できる鹿児島

鹿児島の目指す姿 時代の潮流と 鹿児島の現状・ 課題

●人口減少・ 少子高齢化の進行

●価値観・ ライフスタ イル等の変化や

　 地方回帰の動き

●地域のつながり や教育・ 子育て環境の

　 変化

●新型コ ロナウイルス感染症により

　 顕在化し た課題と 新たな動き

●グリ ーン社会・ エネルギー問題への対応

●国土強靱化・ 災害リ スク への対応

●価値観・ ライフスタ イル等の変化や

　 地方回帰の動き（ 再掲）

●地域課題の多様化・ 複雑化

●経済のグローバル化の進展と

　 社会経済環境の変化

●グリ ーン社会・ エネルギー問題への

　 対応（ 再掲）

●価値観・ ライフスタ イル等の変化や

　 地方回帰の動き（ 再掲）

●S o c ie t y 5 .0 の実現に向けた

　 デジタ ル化の推進

●持続可能な財政構造

●Ｓ Ｄ Ｇｓ の推進

かごし ま未来創造ビジョ ン （ 改訂版）

1

施策推進の基盤

地域の魅力・ 資源を生かし た

産業の振興が図ら れ，将来を担う

新たな産業が創出さ れている

活力ある社会へ

未来を拓く

人づく り
県民一人ひとり が地域に誇りを持ち

多彩な個性と 能力を発揮する社会へ

暮らしやすい

社会づく り
誰もが生涯を通じ て健やかで

安心して心豊かに暮らせる社会へ

活力ある

産業づく り

好循環

好循環

好循環
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奄美・ 離島の振興，移住・ 交流の促進,

「 稼ぐ 力」の向上（ 農林水産業・ 観光・ 企業），

デジタ ルテクノ ロジーの活用を新たに項目立て

施策展開の基本方向 ビジョ ン実現のために

誰もが個性と 能力を発揮し 活躍できる社会の実現

結婚，妊娠・ 出産，子育ての希望がかなう 社会の実現

健康で長生きできる社会の実現と 良質な医療・ 介護の確保

地域を愛し 世界に通用する人材の育成，文化・ スポーツの振興

多彩なキャリ アをデザインできる働き方の創出13

脱炭素社会の実現と 豊かな自然との共生

農林水産業の「 稼ぐ 力」の向上

観光の「 稼ぐ 力」の向上

企業の「 稼ぐ 力」の向上

多彩なキャリ アをデザインできる働き方の創出

デジタ ルテクノ ロジーを活用し た県民の暮らし の質の向上

持続可能な行財政運営

健康で長生きできる社会の実現と 良質な医療・ 介護の確保

脱炭素社会の実現と 豊かな自然との共生

安心・ 安全な県民生活の実現

快適な生活環境の向上と 世界につながる県土の創造

個性を生かし た地域づく りと 移住・ 交流の促進

多様で魅力ある奄美・ 離島の振興

県民が
主役

多様な
主体との

連携・協働

市町村との
連携

県域を越えた
広域連携

具体的な
施策・事業等の

推進

ＳＤＧｓの
推進
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誰もが安心して暮らし ,
活躍できる鹿児島

鹿児島の目指す姿

ビジョ ン改訂の趣旨
かごし ま未来創造ビジョ ンは,平成3 0 年3 月に策定

未来を拓く
人づく り

暮らしやすい
社会づく り

活力ある
産業づく り

好循環

県民一人ひとり が地域に誇りを持ち

多彩な個性と 能力を 発揮する社会へ

誰もが生涯を通じ て健やかで

安心して心豊かに暮らせる社会へ

地域の魅力・ 資源を生かし た産業の振興が図ら れ,

将来を 担う 新たな産業が創出さ れている

活力ある社会へ

人口減少や少子高齢化の進行， 技術革新の急速な展開など大き な変革期

時代の潮流を 的確に見据え

県勢の発展や県民福祉の向上に向けて取り 組むこ と が必要

新たな時代の潮流

3

新型コ ロナウイ ルス
感染症の拡大

デジタ ル化の進展

S D G s の推進
カ ーボンニュ ート ラ ル

の実現

ジェ ンダー平等 働き 方の多様化 外国人材の活用 等
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施策展開の基本方向

誰もが個性と 能力を発揮し 活躍できる社会の実現

結婚，妊娠・ 出産，子育ての希望がかなう 社会の実現

健康で長生きできる社会の実現と 良質な医療・ 介護の確保

地域を愛し 世界に通用する人材の育成，文化・ スポーツの振興

脱炭素社会の実現と 豊かな自然との共生

安心・ 安全な県民生活の実現

快適な生活環境の向上と 世界につながる県土の創造

個性を生かし た地域づく り と 移住・ 交流の促進

多様で魅力ある奄美・ 離島の振興

農林水産業の「 稼ぐ 力」の向上

観光の「 稼ぐ 力」の向上

企業の「 稼ぐ 力」の向上

多彩なキャリ アをデザインできる働き方の創出

デジタ ルテクノ ロジーを活用し た県民の暮らし の質の向上

持続可能な行財政運営

1 誰もが個性と 能力を発揮し 活躍できる社会の実現

高齢者が健やかで生きがいを持てる社会の形成1

女性がいきいきと 活躍できる社会の形成2

障害者等の個性と 能力を生かせる社会の形成3

多文化共生の実現4

誰もが役割を持ち， 支え合い， 尊重さ れる社会の形成5

　 ①　 高齢者の健康づく り と 社会参加の促進

　 ②　 高齢者の権利擁護の推進

　 ①　 男女共同参画社会の形成に向けた取組の推進

　 ②　 男女と もに能力を発揮して希望する働き方ができる環境づく り

　 ③　 女性の活躍を支える安全・ 安心な暮らし の実現

　 ①　 障害者一人ひとり の人格と 個性が尊重さ れる社会づく り

　 ②　 難病対策の推進

　 ①　 日本人と 外国人が共生する地域づく り

　 ①　 住民が主体的に地域課題を 解決する体制の構築

　 ②　 生活困窮者等の自立を 包括的に支援する体制の構築

　 ③　 一人ひとり の多様性を 認め合い， 全ての人の人権が尊重さ れる社会づく り
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3 健康で長生きできる社会の実現と 良質な医療・ 介護の確保

心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造1

住み慣れた地域で自分らし い生活を続けら れる地域包括ケアの推進2

誰もが安心して必要な医療を受けら れる地域づく り3

　 ①　 疾病予防等の推進

　 ③　 がん対策の推進

　 ⑤　 医療費適正化の推進

　 ①　 在宅医療・ 介護連携の推進

　 ②　 生活支援・ 介護予防サービス提供体制の構築

　 ③　 精神障害にも 対応し た地域包括ケアシステムの構築

　 ④　 認知症施策の推進

　 ⑤　 介護サービス基盤の整備

　 ①　 医療従事者の安定的な確保及び質の向上

　 ②　 離島・ へき地医療や救急医療，災害医療の提供体制の整備・ 充実

　 ③　 様々な感染症への対応

　 ④　 無歯科医地区における歯科医療の提供

　 ⑤　 地域医療構想の推進

　 ⑥　 医療機関の連携

　 ⑦　 薬局薬剤師の多職種との連携体制の構築

　 ②　 循環器病対策の推進

　 ④　 壮年期から の健康づく り の推進

　 ⑥　 自殺対策の推進

2 結婚，妊娠・ 出産，子育ての希望がかなう 社会の実現

結婚，妊娠・ 出産の希望を実現できる社会づく り1

安心して子育てができる社会づく り2

子ども たちが未来に希望を持てる社会づく り3

　 ①　 総合的な結婚支援の推進

　 ②　 健やかな妊娠・ 出産への支援

　 ③　 周産期医療・ 小児医療の提供体制の確保

　 ①　 社会全体で子育てを 応援する気運の醸成

　 ②　 地域における子育ての支援

　 ③　 保育士等の人材確保

　 ④　 子育ての経済的負担の軽減

　 ⑤　 子育て支援施策の着実な推進

　 ①　 子ども の生活支援

　 ②　 教育費負担の軽減

　 ③　 児童虐待防止対策の推進

　 ④　 青少年を育てる環境づく り の推進

　 ⑤　 青少年の社会的自立の支援

　 ⑥　 社会的養護が必要な子ども への支援
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5 脱炭素社会の実現と 豊かな自然との共生

地球環境を守る脱炭素社会づく り1

再生可能エネルギーを活用し た地域づく り2

環境負荷が低減さ れる循環型社会の形成3

自然と 共生する地域社会づく り4

　 ①　 温暖化防止に向けた気運の醸成

　 ②　 温室効果ガス排出削減対策等の推進

　 ③　 多様で健全な森林・ 藻場づく り の推進

　 ①　 地域特性を 生かし た再生可能エネルギーの導入促進

　 ②　 安定的な発電方式と 多様な熱利用の導入促進

　 ③　 再生可能エネルギーを 活用し た水素製造に向けた基盤づく り

　 ①　 ごみの排出抑制・ リ サイクル等の促進

　 ②　 産業廃棄物の排出抑制，減量化，リ サイクル及び処理施設整備の促進

　 ③　 産業廃棄物の適正処理の推進

　 ①　 多様な自然環境の保全・ 再生

　 ②　 自然に学び，自然と ふれあい，自然を 生かす取組の推進

　 ③　 世界自然遺産の保全と 持続可能な利用の推進

4 地域を愛し 世界に通用する人材の育成，
文化・ スポーツの振興

子ども の夢や希望を実現する教育環境づく り1

鹿児島の発展を牽引する人材の育成2

文化の薫り 高いふるさとかごし まの形成3

「 する・ みる・ さ さえる」 スポーツの振興4

　 ①　 知・ 徳・ 体の調和のと れた教育の推進

　 ③　 信頼さ れ，地域とと もにある学校づく り

　 ⑤　 特別支援教育の充実

　 ⑦　 郷土教育の推進

　 ①　 次世代をリ ード する人材の育成

　 ②　 交流会議等を 核と し た国際交流の充実

　 ③　 若年者の県内定着促進　 　 　 ④　 生涯学習環境の充実

　 ①　 文化芸術の創造活動の促進と 鑑賞機会の充実

　 ②　 地域文化の継承・ 発展と 地域づく り への活用

　 ③　 文化芸術に係る人材の育成

　 ④　 文化芸術を 通し た国内外と の交流促進と 情報発信

　 ①　 生涯スポーツの推進　 　 　 ②　 競技スポーツの推進

　 ③　 スポーツを 通じ た交流人口の拡大，地域活性化　 　 ④　 良質なスポーツ環境の提供

②　 教職員の資質向上

④　 安全で安心な学校づく り

⑥　 幼児教育の充実

⑧　 家庭教育の充実
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7 快適な生活環境の向上と 世界につながる県土の創造

人やモノ の交流を支える交通ネット ワークの形成1

個性豊かで魅力ある景観づく りと 活力あるまちづく り2

　 ①　 主要幹線道路等の整備

　 ②　 港湾施設の整備

　 ③　 空港の機能向上

　 ④　 橋梁・ ト ンネル等の施設の適切な維持管理

　 ⑤　 国際航空ネット ワーク の拡充・ 強化

　 ⑥　 国内幹線交通網の維持・ 充実

　 ⑦　 生活交通網の維持・ 充実

　 ①　 個性豊かで魅力ある景観づく り

　 ②　 活力あるまちづく り

6 安心・ 安全な県民生活の実現

強靭な県土づく りと 危機管理体制の強化1

どこより も 安全で安心して暮らせる地域社会づく り2

　 ①　 自助・ 共助・ 公助による地域防災力の強化

　 ②　 防災・ 減災対策，国土強靭化の充実強化

　 ③　 大規模災害等への即応力の強化等

　 ④　 原子力防災対策の充実・ 強化

　 ⑤　 様々な危機事象への適切な対応

　 ⑥　 様々な感染症への対応

　 ①　 犯罪の少ないまちづく り の推進

　 ②　 犯罪被害者等の支援

　 ③　 交通事故の少ないまちづく り の推進

　 ④　 子どもが安全で安心して暮らせる地域社会づく り

　 ⑤　 消費生活の安定と 向上

　 ⑥　 食品等の安心・ 安全の確保
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9 多様で魅力ある奄美・ 離島の振興

島々の魅力を生かし た奄美・ 離島の振興1

世界自然遺産の保全と 持続的な観光の推進2

離島の交通ネット ワークの形成3

　 ①　 島々の暮らし を支える環境の整備

　 ②　 島々の魅力を 生かし た地域づく り

　 ③　 島々の特性を 生かし た産業の振興

　 ①　 世界自然遺産の保全と 利用の両立

　 ②　 地域の観光資源の活用及び創出等

　 ③　 観光客の来訪の促進等

　 ①　 離島航路・ 航空路の維持・ 充実

　 ②　 離島の交通基盤の整備

8 個性を 生かし た地域づく り と 移住・ 交流の促進

個性を生かし た地域づく り1

移住・ 交流の促進と 関係人口の創出・ 拡大2

つながる地域の力「 共生・ 協働かごし ま」の実現3

　 ①　 地域特性を 生かし た活力の創出

　 ②　 暮らし を 支え合う 仕組みづく り

　 ①　 移住・ 交流の促進

　 ②　 関係人口の創出・ 拡大

　 ①　 ソ ーシャルビジネスなど持続可能な取組を 生み出す仕組みづく り

　 ②　 地域の力を 結集するコ ミ ュニティ・ プラット フォームづく り の促進等

　 ③　 行政の協働化による地域の主体的な取組の促進

　 ④　「 共に取り 組む」気運の醸成

8



11 観光の「 稼ぐ 力」 の向上

国内外における戦略的なＰ Ｒ の展開1

魅力ある癒やし の観光地の形成2

戦略的な誘客の展開3

オール鹿児島でのおもてなし の推進4

　 ①　 多彩な魅力を活用し たＰ Ｒ の展開

　 ②　 W e b 等を 活用し たプロモーショ ンの展開

　 ①　 地域の観光資源の活用及び創出等

　 ②　 観光関係施設等の整備

　 ③　 観光地における環境の保全

　 ①　 観光客の来訪の促進等

　 ②　 外国人観光客の来訪の促進等

　 ③　 スポーツキャンプ等の誘致

　 ④　 マーケティ ングに基づく 効果的な誘客

　 ①　 全ての観光客がスト レスなく 快適に観光できる環境の整備

　 ②　 観光を 担う 組織・ 人材の育成

10 農林水産業の「 稼ぐ 力」 の向上

人づく り ・ 地域づく り の強化1

生産・ 加工体制の強化， 付加価値の向上2

販路拡大・ 輸出拡大3

　 ①　 農林水産業を 支える人材の確保・ 育成

　 ②　 農山漁村の活性化

　 ①　 本県の特性を 生かし た農畜産業の生産体制づく り

　 ②　 県産材の供給体制強化と 特用林産物の産地づく り

　 ③　 持続的・ 安定的な漁業生産

　 ④　 ６ 次産業化の推進

　 ⑤　 ロボット 技術，Ｉ Ｃ Ｔ 等を 活用し た

　 　 　 スマート 農林水産業への挑戦

　 ⑥　 動植物の防疫対策

　 ⑦　 農林水産業における災害の防止等

　 ①　 国内市場のニーズに対応し た農林水産物の販売対策と

　 　 　 利用促進

　 ②　「 攻めの農林水産業」 の実現に向けた輸出拡大

9



13 多彩なキャリ アをデザインできる働き方の創出

地域産業の振興を支える人材の確保・ 育成1

若年者等の県内就職促進2

多様な人材が就労できる環境づく り3

働き方改革の推進4

　 ①　 商工業， 建設業等を 支える人材の確保・ 育成

　 ②　 個々の特性やニーズに応じ た職業能力開発の推進

　 ③　 農林水産業を 支える人材の確保・ 育成

　 ④　 副業・ 兼業， ワーケーショ ンの推進

　 ①　 若年者等の県内就職促進

　 ①　 外国人材の安定的な受入れ及び受入環境の整備

　 ②　 女性の就労支援

　 ③　 高齢者の就労促進

　 ④　 障害者の就労支援

　 ⑤　 就職氷河期世代等の就労支援

　 ①　 良好な雇用環境の整備と ワーク ・ ライフ ・ バランスの推進

　 ②　 仕事と 子育て・ 介護等の両立のための環境整備の促進

　 ③　 働き方に見合った公正な待遇等の確保

12 企業の「 稼ぐ 力」 の向上

将来を担う 新たな産業の創出1

生産性と 付加価値の向上による産業競争力の強化2

中小企業の経営基盤の強化3

県産品の国内外マーケット への戦略的な展開4

　 ①　 スタ ート アッ プの創出・ 育成

　 ②　 中小企業による新事業展開への支援

　 ③　 中小企業のデジタ ル化の推進

　 ①　 研究開発や生産性向上の取組による付加価値の創出・ 向上

　 ②　 企業の誘致と 企業への成長支援の推進

　 ③　 デジタ ル技術の導入やカーボンニュート ラルの実現による

　 　 　 も のづく り の基盤強化

　 ①　 中小企業の経営基盤の強化

　 ②　 円滑な事業承継の促進

　 ③　 中小企業を 支える人材の確保

　 ①　 国内市場の開拓と 販路拡大

　 ②　 海外市場の開拓と 販路拡大
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15 持続可能な行財政運営

持続可能な行財政構造の構築1

市町村との連携等の推進2

　 ①　 社会経済情勢の変化等に対応できる持続可能な組織体制づく り

　 ②　 持続可能な財政構造の構築

　 ③　 積極的な広報・ 広聴の取組

　 ①　 広域連携等の一層の推進

　 ②　 地方分権改革の一層の推進

14 デジタ ルテク ノ ロジーを 活用し た
県民の暮ら し の質の向上

暮らし と 産業のデジタ ル化1

行政のデジタ ル化2

データ の利活用推進3

デジタ ル推進基盤の強化4

デジタ ル人材の活用・ 確保・ 育成5

　 ①　 暮らし に関するデジタ ル化　 　 ②　 産業に関するデジタ ル化

　 ③　 多様な働き方

　 ①　 行政サービスの向上　 　 　 ②　 業務改革の推進

　 ③　 働き 方改革の推進　 　 　 　 ④　 市町村支援

　 ⑤　 セキュリ ティ 及び個人情報の適正な取扱いの確保

　 ①　 データ の蓄積　 　 　 　 　 　 ②　 データ の分析・ 活用

　 ①　 県民のデジタ ル活用機会の創出

　 ②　 情報通信環境の整備

　 ①　 デジタ ル人材の活用　 　 　 ②　 デジタ ル人材の確保

　 ③　 デジタ ル人材の育成
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12

鹿児島の「 稼ぐ 力」の向上

● 「 稼ぐ 力」の向上に取り 組む産業

● 本県の基幹産業である

    農林水産業　 観光関連産業
● 高い技術力を有する

   製造業（ 企業） 

● 活力ある産業づく り

① 域外から 稼ぐ
　   地域資源を生かし ，世界も 視野に入れ，地域の外

　   （ 域外）から 資金を稼ぐ

② 稼いだ資金を循環さ せる
　   稼いだ資金を域内で循環さ せ，地域経済を強く し ，

　   地域に仕事をつく り，地域への人の流れを つく る

③ 域外への資金流出を防ぐ
　   地産地消を推進し ，稼いだ資金の流出を 防ぐ

地域経済の好循環を高め,本県の持続的発展につなげること が重要です。

　 本県は，魅力ある地域資源「 ポテンシャル」を豊富に有しており，こ れら を更に磨き上げ，地理的特性

を生かして九州の南の玄関口として発展さ せること が重要です。

　 今後の県勢発展の基盤をし っかりとつく っていく ためには, 『 鹿児島の「 稼ぐ 力」の向上』
を図っていく ことが必要です。

将来にわたって，高齢者や女性，障害者，子ども など，

「 誰もが安心して暮らし ，活躍できる鹿児島」

● 県民所得の向上,地域の格差の是正

● 地域に生まれ育った若者が,地域に住み働きたいと 思える鹿児島

● 地域外に進学・ 就職し た若者が,一定の経験を積んで帰ってく る鹿児島

「 稼ぐ 力」と は

　 本県の魅力ある地域資源を生かし た,地域の経済的な価値を高め,

県民の所得を向上さ せる力

鹿児島の「 稼ぐ 力」の向上 イメ ージ

「 稼ぐ 力」の先にあるも の・・・

①
域

外
か

ら
稼

ぐ

②稼いだ資金を
　 循環さ せる

③域外への
資金流出を防ぐ

好循環



13

貧困を
なく そう

飢餓を
ゼロに

すべての人に
健康と 福祉を

1 -1 　 高齢者が健やかで生き がいを 持てる 社会の形成

1 -2 　 女性がいき いき と 活躍でき る 社会の形成

1 -3 　 障害者等の個性と 能力を 生かせる社会の形成

1 -4 　 多文化共生の実現

1 -5 　 誰も が役割を持ち ， 支え合い， 尊重さ れる社会の形成

2 -1 　 結婚， 妊娠・ 出産の希望を 実現でき る 社会づく り

2 -2 　 安心し て子育てができ る 社会づく り

2 -3 　 子ども たち が未来に希望を 持てる社会づく り

3 -1 　 心豊かに生涯を 送れる健康長寿県の創造

3 -2 　 住み慣れた地域で自分ら し い生活を 続けら れる 地域包括ケアの推進

3 -3 　 誰も が安心し て必要な医療を 受けら れる 地域づく り

4 -1 　 子ども の夢や希望を 実現する 教育環境づく り

4 -2 　 鹿児島の発展を 牽引する 人材の育成

4 -3 　 文化の薫り 高いふる さ と かごし まの形成

4 -4 　「 する ・ みる・ さ さ える」 スポーツ の振興

5 -1 　 地球環境を 守る 脱炭素社会づく り

5 -2 　 再生可能エネルギーを活用し た地域づく り

5 -3 　 環境負荷が低減さ れる循環型社会の形成

5 -4 　 自然と 共生する 地域社会づく り

6 -1 　 強靱な県土づく り と 危機管理体制の強化

6 -2 　 どこ よ り も 安全で安心し て暮ら せる 地域社会づく り

7 -1 　 人やモノ の交流を 支える 交通ネッ ト ワーク の形成

7 -2 　 個性豊かで魅力ある 景観づく り と 活力あるまち づく り

8 -1 　 個性を 生かし た地域づく り

8 -2 　 移住・ 交流の促進と 関係人口の創出・ 拡大

8 -3 　 つながる 地域の力「 共生・ 協働かごし ま」 の実現

9 -1 　 島々の魅力を生かし た奄美・ 離島の振興

9 -2 　 世界自然遺産の保全と 持続的な観光の推進

9 -3 　 離島の交通ネッ ト ワーク の形成

1 0 -1 　 人づく り ・ 地域づく り の強化

1 0 -2 　 生産・ 加工体制の強化， 付加価値の向上

1 0 -3 　 販路拡大・ 輸出拡大

1 1 -1 　 国内外における戦略的なＰ Ｒ の展開

1 1 -2 　 魅力ある 癒やし の観光地の形成

1 1 -3 　 戦略的な誘客の展開

1 1 -4 　 オール鹿児島でのおも てなし の推進

1 2 -1 　 将来を 担う 新たな産業の創出

1 2 -2 　 生産性と 付加価値の向上によ る 産業競争力の強化

1 2 -3 　 中小企業の経営基盤の強化

1 2 -4 　 県産品の国内外マーケッ ト への戦略的な展開

1 3 -1 　 地域産業の振興を 支える人材の確保・ 育成

1 3 -2 　 若年者等の県内就職促進

1 3 -3 　 多様な人材が就労でき る環境づく り

1 3 -4 　 働き 方改革の推進

1 4 -1 　 暮ら し と 産業のデジタ ル化

1 4 -2 　 行政のデジタ ル化

1 4 -3 　 データ の利活用推進

1 4 -4 　 デジタ ル推進基盤の強化

1 4 -5 　 デジタ ル人材の活用・ 確保・ 育成

1 5 -1 　 持続可能な行財政構造の構築

1 5 -2 　 市町村と の連携等の推進

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

12

10

13

14

15

誰も が個性と 能力を発揮し 活躍でき る社会の実現 

結婚，妊娠・ 出産，子育ての希望がかなう 社会の実現

健康で長生き でき る社会の実現と 良質な医療・ 介護の確保

地域を愛し 世界に通用する人材の育成，文化・ スポーツの振興

脱炭素社会の実現と 豊かな自然と の共生

安心・ 安全な県民生活の実現

快適な生活環境の向上と 世界につながる県土の創造

個性を生かし た地域づく り と 移住・ 交流の促進

多様で魅力ある奄美・ 離島の振興

観光の「 稼ぐ 力」の向上

企業の「 稼ぐ 力」の向上

農林水産業の「 稼ぐ 力」の向上

多彩なキャ リ アをデザイ ンでき る働き方の創出

デジタ ルテク ノ ロジーを活用し た県民の暮ら し の質の向上

持続可能な行財政運営

施策展開の基本方向とＳ Ｄ Ｇｓ 1 7 のゴールの対応表

○

○

●
○
●

○
●
●
●

●
○
●
●
●
○
●

●
●
●

●
●
○

●
○

●
○
●
●

○
●
●

○

●

○
●

○
●

●
○

○

●

●
○
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貧困を
なく そう

飢餓を
ゼロに

すべての人に
健康と 福祉を

質の高い
教育を

みんなに

ジェ ンダー
平等を

実現し よう

1 -1 　 高齢者が健やかで生き がいを 持てる 社会の形成

1 -2 　 女性がいき いき と 活躍でき る 社会の形成

1 -3 　 障害者等の個性と 能力を 生かせる 社会の形成

1 -4 　 多文化共生の実現

1 -5 　 誰も が役割を 持ち ， 支え合い， 尊重さ れる 社会の形成

2 -1 　 結婚， 妊娠・ 出産の希望を 実現でき る 社会づく り

2 -2 　 安心し て子育てができ る 社会づく り

2 -3 　 子ども たちが未来に希望を 持てる 社会づく り

3 -1 　 心豊かに生涯を 送れる 健康長寿県の創造

3 -2 　 住み慣れた地域で自分ら し い生活を 続けら れる 地域包括ケアの推進

3 -3 　 誰も が安心し て必要な医療を 受けら れる地域づく り

4 -1 　 子ども の夢や希望を実現する 教育環境づく り

4 -2 　 鹿児島の発展を 牽引する 人材の育成

4 -3 　 文化の薫り 高いふるさ と かごし まの形成

4 -4 　「 する ・ みる・ さ さ える 」 スポーツ の振興

5 -1 　 地球環境を守る 脱炭素社会づく り

5 -2 　 再生可能エネルギーを 活用し た地域づく り

5 -3 　 環境負荷が低減さ れる 循環型社会の形成

5 -4 　 自然と 共生する 地域社会づく り

6 -1 　 強靱な県土づく り と 危機管理体制の強化

6 -2 　 どこ よ り も 安全で安心し て暮ら せる 地域社会づく り

7 -1 　 人やモノ の交流を 支える 交通ネッ ト ワーク の形成

7 -2 　 個性豊かで魅力ある景観づく り と 活力ある まち づく り

8 -1 　 個性を 生かし た地域づく り

8 -2 　 移住・ 交流の促進と 関係人口の創出・ 拡大

8 -3 　 つながる 地域の力「 共生・ 協働かごし ま」 の実現

9 -1 　 島々の魅力を 生かし た奄美・ 離島の振興

9 -2 　 世界自然遺産の保全と 持続的な観光の推進

9 -3 　 離島の交通ネッ ト ワーク の形成

1 0 -1 　 人づく り ・ 地域づく り の強化

1 0 -2 　 生産・ 加工体制の強化， 付加価値の向上

1 0 -3 　 販路拡大・ 輸出拡大

1 1 -1 　 国内外における 戦略的なＰ Ｒ の展開

1 1 -2 　 魅力ある 癒やし の観光地の形成

1 1 -3 　 戦略的な誘客の展開

1 1 -4 　 オール鹿児島でのおも てなし の推進

1 2 -1 　 将来を 担う 新たな産業の創出

1 2 -2 　 生産性と 付加価値の向上によ る 産業競争力の強化

1 2 -3 　 中小企業の経営基盤の強化

1 2 -4 　 県産品の国内外マーケッ ト への戦略的な展開

1 3 -1 　 地域産業の振興を 支える 人材の確保・ 育成

1 3 -2 　 若年者等の県内就職促進

1 3 -3 　 多様な人材が就労でき る 環境づく り

1 3 -4 　 働き 方改革の推進

1 4 -1 　 暮ら し と 産業のデジタ ル化

1 4 -2 　 行政のデジタ ル化

1 4 -3 　 データ の利活用推進

1 4 -4 　 デジタ ル推進基盤の強化

1 4 -5 　 デジタ ル人材の活用・ 確保・ 育成

1 5 -1 　 持続可能な行財政構造の構築

1 5 -2 　 市町村と の連携等の推進
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誰も が個性と 能力を発揮し 活躍できる社会の実現 

結婚，妊娠・ 出産，子育ての希望がかなう 社会の実現

健康で長生き できる社会の実現と 良質な医療・ 介護の確保

地域を愛し 世界に通用する人材の育成，文化・ スポーツの振興

脱炭素社会の実現と 豊かな自然と の共生

安心・ 安全な県民生活の実現

快適な生活環境の向上と 世界につながる県土の創造

個性を生かし た地域づく り と 移住・ 交流の促進

多様で魅力ある奄美・ 離島の振興

観光の「 稼ぐ 力」の向上
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持続可能な行財政運営

施策展開の基本方向とＳ Ｄ Ｇｓ 1 7 のゴールの対応表
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働きがいも
経済成長も

産業と 技術
革新の基盤を

つく ろう

人や国の
不平等を
なく そう

住み続けら れる
まちづく りを
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つかう 責任

気候変動に
具体的な
対策を

海の
豊かさ を
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守ろう

平和と 公正を
すべての人に

パート ナー
シッ プで目標を

達成し よう
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ビジョ ン実現のために

県民が主役1

多様な主体と の連携・ 協働2

市町村と の連携3

県域を越えた広域連携4

具体的な施策・ 事業等の推進5

　 県政の主役は県民です。

　 こ のため，県政情報を 分かり やすく 提供できる広報活動等に努めるとと もに，知事対話や行政分野ごと の県政

セミ ナーなどを 活用し ながら ，県民の意向を 十分把握し ，県民の目線に立っ た，県民の声がし っかり と 反映さ れ

る県政を 推進し ます。

　 こ のビ ジョ ン で示す将来像を 実現するためには，県民を はじ め，企業，関係団体，大学，Ｎ Ｐ Ｏ など の多様な

主体が，鹿児島の目指す姿や施策展開の基本方向を共有し ，様々な課題に主体的に取り 組んでいく 必要があり

ます。

　 課題の解決に当たっては，多様な主体が，「 自助」，「 共助」，「 公助」を 適切に組み合わせ，連携・ 協働を 図り な

がら 進めていく こと が重要です。

　 行政課題の解決に当たっては，住民に最も 身近な基礎自治体である市町村と の適切な役割分担の下，市町村

の自主性・ 自立性を 尊重し ，連携を 図り ながら 進めていきます。

　 観光や大規模災害など 県域を 越える 広域的な課題に適切に対応するため，九州各県等と の連携を 更に推進

し ます。

　 ビ ジョ ン は，県政全般にわたって最も 基本となるも のであり ，ビ ジョ ン で示す将来像を 実現するため，ビ ジョ

ンに沿って，港湾計画など各分野の事業計画等についても ，必要に応じ 見直し を 行います。

　 こ のビ ジョ ンを 踏まえて実施する 施策・ 事業等については，各分野の事業計画等において具体化し ，Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

サイクルによる成果の検証などにより，適切な管理等を 行います。

　 また，毎年度の予算編成においても ，変化を 続ける 社会経済情勢に的確に対応し ながら ，弾力的・ 効果的な

施策・ 事業等を 推進し ます。

S D G s の推進6
　 各種施策・ 事業等の実施に当たっては，「 誰一人取り 残さ ない」持続可能で多様性と 包摂性のある 社会の実

現を 目指すS D G s（ 持続可能な開発目標）の理念を 県民と 共有し ながら ，経済・ 社会・ 環境を めぐる 広範な課題

解決に統合的に取り 組みます。

https://www.pref.kagoshima.jp

